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1　

研
究
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
（「
初
版
本
」
と
称
す
る
）
を
根
幹
に
、
既
発
表
論
文
を
研
究
テ
ー
マ
ご
と
に
巻

を
分
け
て
構
成
し
て
い
る
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2　

初
版
本
の
論
文
体
裁
を
尊
重
し
て
お
り
、
編
者
の
統
一
は
、【
注
】
表
示
の
あ
り
方
な
ど
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

3　
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者
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一
を
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え
た
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は
、
三
〇
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〇
年
に
わ
た
る
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究
論
文
執
筆
に
お
い
て
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論
題
や
扱
う
資
料
に

よ
っ
て
そ
の
文
体
や
表
示
面
に
変
容
が
生
じ
る
の
は
自
然
の
流
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
機

械
的
な
統
一
に
よ
っ
て
、
そ
の
論
文
本
来
の
も
つ
〝
調
和
〟
を
そ
こ
な
い
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
（
た
だ
し
、

数
字
の
表
記
方
法
な
ど
最
低
限
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
編
集
部
の
ほ
う
で
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
）。

4　

小
林
賢
次
は
縦
書
き
派
で
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っ
た
の
で
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書
き
（
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版
さ
れ
た
一
部
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
縦
書

き
に
直
し
て
い
る
。

5　

引
用
・
参
照
文
献
の
挙
げ
方
に
も
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
で
は
変
容
が
生
じ
て
い
る
が
、
初
出
、
あ
る
い

は
、
初
版
本
の
ま
ま
を
反
映
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
編
集
部
の
ほ
う
で
可
能
な
限
り
形
式
の
整
理
を
お
こ
な
っ
た
）。

6　

初
版
本
に
小
林
賢
次
自
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、「
小
林
賢
次
自
筆
書
き
入
れ
よ
り
」
と
い
う

一
項
目
を
設
け
て
、
参
考
に
供
す
る
。

7　

初
版
本
に
誤
植
等
、
す
で
に
小
林
賢
次
に
よ
っ
て
朱
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
、
6
の
扱
い
を
せ
ず
、
訂
正
さ
れ
た

形
を
本
文
上
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。





1 序章　条件表現の体系とその分類

序
章
　
条
件
表
現
の
体
系
と
そ
の
分
類

一
　
近
代
以
前
に
お
け
る
条
件
表
現
の
把
握

ま
ず
、
条
件
表
現
の
体
系
、
分
類
の
意
識
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て
、
学
史
的
観
点
か
ら
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
て
に
を
は
」

の
一
つ
と
し
て
、
接
続
助
詞
「
バ
」
や
「
ド
モ
」「
ト
モ
」
に
対
す
る
注
意
は
古
く
か
ら
向
け
ら
れ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
中
世

か
ら
近
世
に
か
け
て
の
歌
学
書
、
て
に
を
は
秘
伝
書
の
類
（『
姉
小
路
式
』『
春
樹
顕
秘
抄
』『
氐
爾
乎
波
義
慣
鈔
』
な
ど
）
に
お
い
て
は
、

「
バ
」
や
「
ド
モ
」「
ト
モ
」
は
特
に
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

Ｊ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』（
一
六
〇
四
～
八
）〈
土
井
忠
生
訳
。
三
省
堂
〉
に
お
い
て
は
、「
接
続
法
」（
順
接
確
定
条
件
に
相
当
す

る
）、「
日
本
語
及
び
葡
萄
牙
語
に
固
有
な
別
の
接
続
法
」（
逆
接
条
件
に
相
当
す
る
）、
及
び
「
条
件
的
接
続
法
」（
順
接
仮
定
条
件
に
相
当
す

る
）
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
条
件
的
接
続
法
」
に
関
し
て
、
単
純
動
詞
「
上
ゲ
（
上
グ
ル
）」
の
例
で
見
る
と
、

〇
現
在
…
…
…
…
…
上
ゲ
バ
・
上
グ
ル
ナ
ラ
バ
・
上
グ
ル
ニ
於
イ
テ
ハ

〇
不
完
全
過
去
…
…
上
ゲ
バ
・
上
ゲ
タ
ラ
バ

〇
完
全
過
去
…
…
…
上
ゲ
タ
ラ
バ
・
上
ゲ
タ
ナ
ラ
バ
・
上
ゲ
タ
ニ
於
イ
テ
ハ
・
上
ゲ
テ
ア
ラ
バ

〇
大
過
去
…
…
…
…
上
ゲ
テ
ア
ッ
タ
ラ
バ
・
上
ゲ
テ
ア
ッ
タ
ナ
ラ
バ
・
上
ゲ
テ
ア
ッ
タ
ニ
於
イ
テ
ハ
・
上
ゲ
テ
ア
ッ
タ
ラ
ウ
ニ
ハ
、
ま

た
は
、
ニ
於
イ
テ
ハ
・
上
ゲ
タ
ラ
ウ
ニ
コ
ソ

〇
未
来
…
…
…
…
…
上
グ
ル
ナ
ラ
バ
・
上
ゲ
バ
・
上
ゲ
ウ
／
上
ゲ
ウ
ズ
／
上
ゲ
ウ
ズ
ル
（
ナ
ラ
バ
、
ま
た
は
、
ニ
於
イ
テ
ハ
）・
上
ゲ
ウ
ニ
ハ
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の
よ
う
に
多
く
の
表
現
形
式
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
八
〇
ペ
ー
ジ
以
下
）。
ま
た
、「
こ
の
法
に
使
は
れ
る
助
辞
は
次
の
通
り
で
あ
る
。」
と

し
て
、〈
バ
（
上
げ
ば
）・
ラ
バ
（
上
げ
た
ら
ば
）・
ハ
（
上
げ
ず
は
）・
ナ
ラ
バ
（
上
ぐ
る
な
ら
ば
）・
ニ
於
イ
テ
ハ
（
上
ぐ
る
に
於
い
て
は
）・
ニ

ハ
（
上
げ
う
に
は
）〉
の
各
形
式
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
分
類
は
、
近
世
に
お
け
る
日
本
人
の
語
学
者
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
西
洋
文
典
の
テ
ン
ス
の
立
場
か
ら
日
本
語
の
条
件
句
表
現
形
式
の
種
々
相
を
網
羅
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

近
世
に
至
り
、
本
居
宣
長
『
詞
玉
緒
』（
安
永
八
年
〈
一
七
七
九
〉
序
、
天
明
五
年
〈
一
七
八
五
〉
刊
）
に
お
い
て
は
、「
濁
る
ば
に
。
既

に
然
る
事
を
い
ふ
と
。
未
然
事
を
か
ね
て
い
ふ
と
の
二
つ
あ
り
。」
と
し
て
、「
花
咲
か
ば
」
と
「
花
咲
け
ば
」
と
の
違
い
を
述
べ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
「
ト
モ
」
及
び
「
ド
モ
」
に
対
応
す
る
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
説
は
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、

天
の
川
浅
瀬
し
ら
波
た
ど
り
つ
ゝ
わ
た
り
は
て
〔
ね
ば
〕
あ
け
ぞ
し
に
け
る
（
古
今
・
四
）

な
ど
の
歌
に
つ
い
て
「
ぬ
に
の
意
の
ね
ば
」
を
指
摘
し
た
り
、「
ず
ば
」
に
つ
い
て
「
む
よ
り
は
」
と
解
す
る
点
な
ど
が
従
来
注
目
さ
れ

て
き
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。

富
士
谷
成
章
『
あ
ゆ
ひ
抄
』（
安
永
二
年
〈
一
七
七
三
〉
成
立
、
同
七
年
刊
）
に
お
い
て
は
、
巻
二
「
波
家
」
に
お
い
て
、「
清
む
は
」（
係

助
詞
の
ハ
）
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、「
濁
る
は
」
と
し
て
扱
わ
れ
、

一　

装
の

目
（
め
の
ま
へ
）

靡
（
な
び
き
ふ
し
）
伏
〈
＝
已
然
形
〉
を
承う

け
た
る
は
里
同
（
じ
）、
ま
た
、
所
に
よ
り
て
は
『
に
よ
つ
て
』
と
も
里
す
べ
し
〽
い

へ
ば　

〽
あ
れ
ば　

〽
な
け
れ
ば
の
類
也　

又
『
と
』
と
も
言い

ふ
、
雨
が
降ふ

る
と
傘か
さ
を
さ
し
、
風
が
吹ふ

く
と
花
が
散ち

る
な
ど
の
類
也
。

二　

装
の

来
（
あ
ら
ま
し
）〈
＝
未
然
形
〉
を
承
（
け
）
た
る
は
『
う
な
ら
ば
』『
た
ら
ば
』
な
ど
言い

ふ
、
又
状
（
さ
ま
）の

往
（
き
し
か
た
）〈
＝
形
容
詞
の
連

用
形
。「
恋
し
く
は
」
な
ど
〉
を
承
（
け
）
た
る
と
同
じ
く
『
な
ら
ば
』
と
も
言い

ふ　
〽
い
は
　ゞ

〽
あ
ら
ば　

な
ど
の
類
也
（
竹
岡
正
夫
『
富

士
谷
成
章
全
集　

上
巻
』〈
風
間
書
房
〉
七
一
九
ペ
ー
ジ
。〈　

〉
内
は
、
小
林
）

の
よ
う
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
一
の
〈
已
然
形
＋
バ
〉
に
関
し
て
、〈
里
同
じ
〉〈
ニ
ヨ
ッ
テ
〉〈
ト
〉
と
い
う
三
種
類
の
里
言
（
口
語
訳
）
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を
挙
げ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
の
〈
未
然
形
＋
バ
〉
の
場
合
は
、「
咲
コ
ウ
ナ
ラ
バ
」
と
「
咲
イ
タ
ラ
バ
」、
さ
ら
に
「
咲

ク
ナ
ラ
バ
」
を
区
別
し
て
お
り
、
確
定
条
件
・
仮
定
条
件
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
、
意
味
上
の
細
か
な
識
別
に
留
意
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

二
　
近
代
に
お
け
る
条
件
表
現
の
分
類
・
研
究

近
代
に
至
っ
て
、
大
槻
文
彦
『
広
日
本
文
典
』（
一
八
九
七
）
な
ど
、
各
文
法
書
に
お
い
て
接
続
助
詞
「
バ
」
や
「
ド
モ
」「
ト
モ
」
な
ど

の
分
類
、
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
山
田
孝
雄
以
下
の
諸
氏
の
分
類
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

二
・
一
　
山
田
孝
雄
の
分
類

山
田
孝
雄
氏
は
、「
ば
」
な
ど
の
接
続
助
詞
に
関
し
て
「
句
と
句
と
を
相
結
合
し
て
一
体
と
せ
る
が
、
各
句
が
そ
の
互
に
同
等
の
資
格

を
以
て
相
合
し
て
そ
の
混
一
せ
る
思
想
を
表
白
し
た
る
文
の
連
結
を
な
す
も
の
な
り
。」（『
日
本
文
法
学
概
論
』〈
一
九
三
六
〉
五
三
一
ペ
ー

ジ
。『
日
本
文
法
論
』〈
一
九
〇
八
〉
に
お
い
て
も
同
趣
旨
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
者
に
よ
っ
て
示
す
）
と
定
義
し
、
文
語
と
口
語
の
体

系
に
関
し
て
は
、

口
語
に
て
は
こ
の
未
然
形
に
属
す
る
「
ば
」
は
形
容
詞
及
び
複
語
尾
「
ず
」
に
の
み
接
し
て
用
ゐ
る
も
の
な
る
が
、
そ
れ
も
甚
だ

稀
に
し
て
、
多
く
は
已
然
形
に
属
す
る
も
の
用
ゐ
ら
る
。
而
し
て
已
然
形
に
附
属
す
る
場
合
は
既
定
条
件
の
み
な
ら
ず
、
仮
設
条
件

を
も
示
す
に
至
れ
る
も
の
あ
り
。

と
述
べ
、
例
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（『
日
本
文
法
論
』
で
は
「
約
結
的
前
提
」
と
「
仮
設
前
提
」
と
を
区
別
し
て
い
る
が
、
条
件
句
そ
の

も
の
の
相
違
と
し
て
は
明
瞭
で
な
い
）。
一
方
、「
合
文
」
に
関
す
る
考
察
に
お
い
て
は
、

こ
の
後
句
と
前
句
と
の
関
係
に
於
い
て
、
未
然
形
を
う
く
る
「
ば
」「
と
」「
と
も
」
に
対
し
て
は
、
後
句
は
未
来
の
語
法
を
用
ゐ
、
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已
然
形
を
う
く
る
「
ば
」「
ど
」「
ど
も
」
に
接
し
て
は
後
句
は
過
去
の
語
法
を
用
ゐ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
如
き
説
を
な
せ
る
も
の

あ
り
。
こ
れ
は
一
往
理
あ
る
如
く
見
ゆ
れ
ど
、
実
は
不
通
の
説
な
り
。

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
呼
応
例
を
示
し
て
い
る
。

明
日
日
曜
日
な
ら
ば
、
遠
足
に
行
か
む
。

明
日
日
曜
日
な
ら
ば
、
余
が
か
ね
て
い
ひ
し
通
り
な
り
。

も
し
事
実
な
ら
ば
大
変
だ
。（
同
上
、
一
〇
八
四
ペ
ー
ジ
）

こ
れ
は
、
大
槻
文
彦
『
広
日
本
文
典
』
に
お
け
る
「
弓
爾
波
ノ
「
ば
、」
と
も
、」
ど
も
、」
の
未
定
、
既
定
ナ
ル
モ
、
時
ノ
呼
応
ニ
准

ズ
。」（
第
五
三
八
節
、
二
九
〇
ペ
ー
ジ
）
の
よ
う
な
、
時
の
呼
応
論
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
呼
応
を
め
ぐ
る
論
は
、

松
尾
捨
治
郎
（
一
九
〇
七
）
以
下
に
お
い
て
も
力
説
さ
れ
て
い
る
。

二
・
二
　
松
下
大
三
郎
の
分
類

次
に
、
松
下
大
三
郎
氏
の
分
類
は
、『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』（
一
九
二
八
。
訂
正
版
、
一
九
三
〇
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
順

接
条
件
に
あ
た
る
も
の
を
「
拘
束
格
」
と
呼
び
、
逆
接
条
件
に
あ
た
る
も
の
を
「
放
任
格
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
拘
束
格
は
、
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の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
（
訂
正
版
、
五
四
四
ペ
ー
ジ
）。

仮
定
条
件
を
「
未
然
仮
定
」
と
「
現
然
仮
定
」
と
に
識
別
し
、「
未
然
仮
定
」
を
さ
ら
に
「
完
了
」
と
「
非
完
了
」
と
に
区
別
し
て
い

る
。
こ
の
「
完
了
」
と
「
非
完
了
」
と
の
相
違
は
、
基
本
的
に
現
代
語
の
「
タ
ラ
」
と
「
ナ
ラ
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
詳
論
は
さ

れ
て
い
な
い
が
、
卓
見
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
相
違
に
つ
い
て
、
松
下
氏
自
身
の
説
明
で
は
、

⑴
花
咲
か
ば
告
げ
や
ら
む
。（
咲
い
た
ら
ば
）　

君
来
ば
一
夜
語
ら
む
。（
来
た
ら
ば
）

⑵
君
行
か
ば
我
も
行
か
む
。（
行
く
な
ら
ば
）　

急
が
ば
廻
れ
。（
急
ぐ
な
ら
ば
）

の
⑴
は
完
了
態
で
⑵
は
非
完
了
態
で
あ
る
。
口
語
で
は
⑴
は
「
…
…
た
ら
ば
」
と
云
ひ
、
⑵
は
「
…
…
な
ら
ば
」
と
云
ふ
。
…
…

（
略
）
…
…
一
般
の
動
詞
の
第
一
活
段
に
「
ば
」
の
附
い
た
も
の
は
完
了
態
と
非
完
了
態
の
二
運
用
が
あ
る
が
ニ
活
の
転
活
用
（
…
…

な
ら
ば
）
及
び
ク
シ
ク
活
（
…
…
く
ば
…
…
し
く
ば
）
は
常
に
非
完
了
態
で
、
ク
シ
ク
行
の
転
活
用
（
…
…
か
ら
ば
、
…
…
し
か
ら
ば
）

は
常
に
完
了
態
で
あ
る
。（
同
上
、
五
四
三
ペ
ー
ジ
）

の
ご
と
く
、
用
例
を
も
っ
て
簡
略
に
示
す
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
が
、
現
代
語
に
お
い
て
、「
タ
ラ
バ
」
を
用
い
る
表
現
と
「
ナ
ラ
バ
」

を
用
い
る
表
現
と
い
う
点
が
、
両
者
を
識
別
す
る
大
き
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
現
然
仮
定
」
は
、「
其
の
観
念
を
未
然
に
置
い
て
待
ち
設
け
る
の
で
は
な
く
、
之
を
現
然
と
し
て
仮
定
す
る
」
と
こ
ろ
か
ら
の
命
名
で

あ
る
。
例
文
「
酒
を
飲
め
ば
酔
ふ
。」
の
よ
う
に
、「
已
然
形
＋
バ
」
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
一
種
の
仮
定
条
件
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を

こ
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
（
な
お
、『
標
準
日
本
口
語
法
』〈
中
文
館
、
一
九
三
〇
〉
に
お
い
て
は
、「
時
と
関
係
の
な
い
も
の
と
し
て
一
般
時
へ
仮

定
す
る
」
も
の
と
し
て
、「
常
然
仮
定
」
の
名
称
を
用
い
て
い
る
〈
二
七
七
ペ
ー
ジ
〉）。

「
必
然
確
定
」「
偶
然
確
定
」
の
分
類
は
、
そ
の
名
称
と
と
も
に
、
現
在
も
一
般
に
通
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
反
予
期
」
は
、

〈
已
然
形
＋
バ
〉
に
よ
る
逆
接
条
件
的
な
表
現
と
説
か
れ
る
こ
と
の
あ
る
も
の
。
こ
れ
は
、
条
件
句
で
予
想
・
予
期
し
た
事
態
に
対
し
て
、

帰
結
句
に
お
い
て
予
想
に
反
す
る
事
態
が
出
現
し
た
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
条
件
句
そ
の
も
の
は
、
あ
く
ま
で
〈
…
…
か
と


